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先行きが不透明で将来の予測が困難な状態なVUCAの時代、こうした世界的な社会課題の解決にあたっては、

企業の持つノウハウやリソースの最大活用、意思を持ったリーダーシップ、多様なパートナ一シップ連携が不可欠

ブルー・イノベーションの共創と、

ブルー・アクションの実践を通じ、

海洋の保全と資源開発が両立した、

持続可能な未来社会を実現する。

BOI：パーパス
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社会起業家

研究者・アカデミア

行政リーダー漁業リーダーNGO・NPO

投資家・財団

企業
新規事業リーダー

スタートアップ
創業者

BOI：日本発、産官学民の「海」の共創コミュニティ

海のサスティナビリティ実現に向けた、産官学民の多様なアクションリーダーの集結を目指す
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理事には有識者の方もご賛同いただき、ビジネス面はもとより、産官学民、国際機関を巻き込んだアクションの場に拡大

角南篤

笹川平和財団

理事長

原研哉

日本デザインセンター

代表取締役

田中理沙

事業構想大学院大学

学長

澁澤健

シブサワ・アンド・カンパニー

創業CEO

代島裕世

サラヤ株式会社

取締役

BOI：各界のリーダーシップ（一般社団法人：理事）

ESG投資
海洋研究
政策提言

クリエイティブ
コミュニケーション

新事業人材育成
自治体連携

産業界
（幹事企業）
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緊急性問われる下記の3つの分野を中心に、 「海の万博」 といわれる2025大阪・関西万博をマイルストーンとしつつ、2030年
SDGsゴールをターゲットに活動を推進

海洋と気候変動対応

ブルーカーボンクレジットの推進

再エネルギーの推進と基盤整備

海運の脱炭素化とイノベーション

海洋プラスチック削減

海へのプラごみ流出の抑止

効率的な海洋プラ回収方法の確立

再資源アップサイクルの定着化

海洋資源保全と海業活性化

サスティナブル・フィッシング

マリン・フード・イノベーション

新たな「海業」の創出

BOI：活動テーマ
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湾岸・島嶼エリアを活用した
新規事業の実証推進

➢ 大阪湾MOBAリンク構想
➢ 対馬マリン・リビングラボ構想

グローバルネットワークと
連携した創発

➢ 海洋関連のスタートアップとの
マッチング

来場者2,820万人の世界的イベント
2025 大阪・関西万博やメディア活用
➢ ゼリジャパン：Blue Ocean Domeでの
展示・発信

➢ 国際海洋会議の開催
（日経グループとの共催）

海洋課題に特化した
事業共創コミュニティ

➢ 各界有識者からのインプット
➢ 研究会やイベントの開催
➢ 産官学民の
ネットワーキング

➢ 新規プロジェクトの組成

G

Blue Ocean Leaders

グローバル動向把握と
事業企画の探索

新たなソリューションや
ビジネスモデル開発

島嶼フィールド実践と
未来デザイン

行動変容と社会実装の
グローバル発信

EXPO Blue Ocean Dome

Blue Innovation PGM.

Blue Island PGM.

BOI：活動サイクル
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BOIメンバー
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海洋国家である日本から、
世界をリードする海のイノベーションを。

熱意溢れる皆様の多数の参加をお待ちしています


